
髙橋卓也
研修医の声 受け身では終わらない研修

19

新潟県医師会報　Ｒ８.５　№ 914

　私は、新潟大学医歯学総合病院にて初期臨床研
修２年目を行っています。研修開始当初、私は新
潟という土地に初めて足を踏み入れ、右も左も分
からない状態でした。病院の広さ、診療のスピー
ド、周囲の先生方の知識量。自分がここで本当に
通用するのか、不安の方が期待よりも大きかった
ことを覚えています。学生時代とは異なり、自分
の判断や行動がそのまま患者さんの診療に関わる
という責任の重さに、戸惑いを感じる場面も少な
くありませんでした。
　しかし研修を重ねる中で、大学病院ならではの
強みが見えてきました。それは「人とのつながり
の広さ」です。新潟県全域から集まる医師の先生
方と出会い、診療や進路について率直に相談でき
る環境があります。専門もキャリアも異なる多様
な先生方と接する中で、自分の世界が広がってい
く感覚がありました。大学病院は一つの施設であ
りながら、新潟という地域全体とつながるハブの
ような役割を果たしているのだと感じています。
　特に印象的なのは、指導医の先生方の姿勢です。
やる気を示せば、想像以上に多くの経験を任せて
くださいます。大学病院は高度医療を担う場であ
り、重症例や稀少疾患に触れる機会も少なくあり
ません。時に自分の力不足を痛感し、立ち止まり
そうになることもあります。それでも「やってみ
るか」と背中を押してもらえる環境がある。その
空気があるからこそ、自分たち研修医も受け身で

いられないと感じ、定期的に勉強会を開き、知識
を補い合ってきました。診療の合間に症例を振り
返り、疑問点を共有することで、個人では見落と
してしまう視点を補うことができたと感じていま
す。与えられるのを待つのではなく、自ら取りに
行く姿勢が求められる場所だと実感しています。
　医師として成長を感じた瞬間は、救急外来での
出来事でした。診察後、患者さんから「話を聞い
てもらっただけで気持ちが楽になりました」と言
われました。高度な治療をしたわけではありませ
ん。ただ目の前の不安に向き合い、耳を傾けただ
けでした。その一言を聞いたとき、自分は初めて
「医師としてここに立っている」と実感しました。
医療は技術だけでは完結しない。人と向き合う営
みなのだと、身をもって教えられた瞬間でした。
　研修前、明確な理想の医師像はありませんでし
た。しかし、臨床に専念する先生、研究に打ち込
む先生、地域医療を支える先生など、多様なキャ
リアを歩む姿を間近で見る中で、自分の将来像を
具体的に描けるようになりました。大学病院は、
何もしなくても時間は過ぎていきます。しかし、
挑戦しようとすればどこまでも機会を与えてくれ
る場所でもあります。その環境を生かせるかどう
かは、自分次第です。
　受け身のまま終わるのではなく、自ら動き、問
いを持ち続ける医師でありたい。そう心に決めな
がら、日々の診療に向き合っています。
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